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外科 .放射線治療部 •消化器外科医師で構成されるカンファレンスで検討した上で、患者. 
家族と話し合って最終的に決定した。
(備考） 1 . 論文内容要旨は、研究の目的•方法•結果•考察•結論の順に記載し、 2 千字 
程度でタイプ等を用いて印字すること。
2 . ※印の欄には記入しないこと。




学療法は、シスプラチン• 5-FU(CF)、ネダプラチン . 5 - ^、亦eeklyシスプラチン又はドセタ 
キセル、weeklyカルボプラチン等の各レジメンを症例に応じて行った。
4)Chemoselection
Chemoselectionの化学療法として、weekly CF又は Tri-weekly C Fを行った。原則、化学療 
法により腫瘍が縮小した症例(Responder)は放射線治療を、腫瘍が縮小していない症例(Non- 






統計解析ソフトSPSS version 22. 0 and R software version 3.0.2を用い、解析を行った。 
粗生存率はKaplan-Meier法、差の比較は log rank検定を行った。単変量•多変量解析には 
Cox比例ハザードモデルを用い、7?値 が 0. 05未満の場合を統計学的に優位と判定した。
（6）倫理面への酉己慮
本研究は、愛知県がんセンター中央病院における自主臨床研究審査委員会の審査を受け承施 
行した（受付番号 2016-1-232)。また、本 研 究 は 「ヘルシンキ宣言」を尊守して実施した。 
〈実験結果〉
対象症例は、42例であった。内訳は、群 が 32例、放射線治療群が10例であった。観察期間 
は、4-122ヶ月でその中央値は2 6ヶ月であった。2年生存率は、Chemoselection群で 65.1%、 
放射線治療群では40%で，Chemoselection群が放射線治療群に生存率で上回った(HR，2. 870； 
95%CI, 1.206-6. 830；芦〇. 017)。また、2 年局所領域制御率は、Chemoselection 群で 68%、放 
射線治療群で25%であった(HR，6.375； 95%CI, 1.018-87. 80；芦0. 048)。2年喉頭温存率は、 
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学位論文審査の結果の要旨









2) Che・selection群において、腫瘍が 30%以上縮小した Responderは 2 4例で、そう 
でない Non-responderは 8例であった。
3) 2 年 生 存 率 は Che・selection群 で 65.1%、放 射 線 治 療 群 で 40.0%であ り 、 
Chemoselection群の方が有意に予後良好であった。また、Chemoselection群におけ






(総 字 数 579字）
(令和2 年 1 月 2 8 日）
